
奥山具イ左子
(山梨県甲府市出身。文教大学文芸科卒)

オ:こ ロー葉
(東京生まれ。両親は現在の山梨県甲州市塩山出身)
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日本新劇俳優協会会員、市川房枝記念会女性と政治センター維持員

*受賞 :御園座社長演技賞/細 うで繁盛記賞/第 33口前田晃文化賞
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黙読では得がたい樋ロー葉小説を生演奏との

会話形式で表現する「ひとり芝居」28年。

NHK【花子とアン】【夢みる葡萄】【とと攻市ちや

ん】化で山梨ことば指導。

NHK視点・論点 【一葉さんと私】では■
1こロ

ー葉への思いを、【こぴっとしちゃあ】では

ドラマ言葉 (奥山命名)の課題を語る。

日本女性が参政権を得るまでの歴史書を執筆。

【権利の上に眠るな・普選、婦選、そして18歳】
*神保町交差点近くSOLIDAに て販売中

〈筆〉

_幼_少の頃より、_ア フフギ楽苑渡辺愁子氏に_

手ほどきを受けるょ

第5口全国高1校邦楽ヨンク■ル第1位受賞:__

福丼県文化協議会新人賞受賞。 ‐

_NHK邦業技能:者育咸会熊 6期卒業後t___

等曲以外のジャンルにも参か。

現1在 :人久保ス″ オM・_小■1田茂幸氏イ乍品■

を中`む
に活動中。
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「女子になが く学問をさせなんは、ゆくゆ

ぐのためよろしからず」と当時の考え方

に従 い進学できず小学校高等科卒。その

後、萩の合で古典の教養 を身に付け19歳

で処安作「闇櫻」脱稿。近代 の女性作家

第一号の名声 を得て(1896(明 治29)年

11月 23日 24歳 で生涯を開じる。

1950年 郵便切手の肖像に、2004年二十日

紙幣の肖イ象となる。

〈ヴァイオリン〉

4歳 から故新谷純一人の許でブァイオリンを

始め10歳 よリジユニア・フィルハーモニック・オー

ケストラにてアンサンブルを学ぶ。東京音楽人

学卒業。篠崎功子、故小国秀樹の各氏に学ぶ。

フリーの奏者としてジャンルを問わずノロ、室内

楽、オーケストラ、スタジオレコーデインクtア ーチ

ストサポート、自二企画によるコンサート等幅広

く活動。95年、参カロしていた飛鳥ストリングスよ

りCD「アスフォーデ′均 発表。(BMGビクター)

現在 は太陽弦楽四重奏団にてベートーブェン

弦楽四重奏由などに取 り組む。

とちたに わかこ

内藤具1代 栃谷若子

美術 :佐々波雅子螢照明 :須藤実。作曲 :小二田茂幸苺衣裳 :高橋喜与子螢床山 :武川卓男●美粧 :佳山みな苺舞台監督 :稲元洋平

アナウンス :小町さなえ苺オペレータ :石井友美・小柳津洋子・出牛美香苺スチール撮影 :史涵

制作 :川 上よう子 :松丸浩子・明間佐代子・野秋美和・西山正美・宮崎真澄。デザイン :門馬幸恵
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三越劇場連続公演6周年記念
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